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月経周期の味覚感度に及ぼす影響と唾液分泌反応の日内変動
○岩阪　由位子　　　小原　郁夫
　(神戸女大)

日本家政学会

　［目的］味の感受性はKiesawの研究以来、舌の部位によって異なり、舌体の後部背面は苦
味。舌尖部は甘味、外側縁は酸味。舌全面は塩味に対して感じるといわれている。これを
再確認するために、４基本味に対する味覚感度を調べた。それと共に、月経周期と味覚感
度の関係及び味覚と関連する唾液の日内変動について調べた。
　［方法］1.月経周期に伴う基礎体温の測定:被験者は、2 1～2 2歳の女子大生1 2名
に２～５ヵ月測定してもらった。測定は。毎朝決まった時間に約5分間、口中婦人体温計
を使用して行った。2.味覚感度の測定: 測定時間は。食後３時間以降とし、方法はディ
スク法を用いた。測定部位は、舌尖部から舌体部にかけて７ヵ所とした。3 ．唾液の分泌
量、PH．アミラーゼ活性及び蛋白量の測定：基礎体温パターンの正常な被験者について

唾液の採取を行った。採取時間は９～20時の1 2時間行った。方法は。1時間毎に5分
間の唾液を口に溜めた後、吐き出してもらって集め、それぞれの量、PH．アミラーゼ活
性。蛋白量を測定した。

　［結果］1,正常な基礎体温パターンを示す女子大生は半数以下で、安定していない人が
多いことが分かった。2. 4基本味に対する味覚感度は。全て舌尖部において鋭敏であっ
た。そのうち、甘味と酸味については。月経周期によって感度が異なることが分かった。
3.唾液分泌量は。食後有意に増加したが、食間についても。朝から夜になるにつれて除
々に増加した。又、唾液のPH、アミラーゼ活性及び蛋白量も日内変動していることが分
かった。
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　目的　飼理をする際の切断という操作は轟も基本的な操作であり調理のできばえ
を左右する事も多い．今回は切る目的に応じて、包丁の持ち方、構え方．立ち方等
について実熊調査を行った．

　方法　平成7年５月に本学２年食物栄養科女子学生１００名を対象として実技鍔

査を実施した．使用した試料は．A・胡瓜．B・葱を各!本ずつ用い、切り方は小
口切りを行った．

　結果　1.包丁の持ち方を４種類に分類した結果, AB共．全握式、卓刀式、支柱

式、親指式の持ち方の順となった. 2.食品の押さえ方については、AB共1型が多
く、次いで２型であった．3.指の置き方については、包丁の腹をどの関節にあてて

切るか指の置き方を調査した。AB共、第I関節にあてるものが多く．次いで第2

関節となり指先を伸ばしたままのもいた. 4.調理台に対する立ち方について測定し
た．1）翻m台に対して身体を平行にする者がAB共多く．斜めにする平行でない

者の順となった. 2）上体の姿勢では．殆どの者が真直ぐにし、前かがみは僅かで
した．3）n足の開閉状熊もほぼ全体が側足を開いて立っていた. 4）n足の位置
はAB共平行にして立つ者が多く、次いで平行でないの順でした. 5）両足の爪先

を結んだ線が無理台に対してどの様な角度であるかを訓べた。Ａは斜めになる者が
52%、Ｂは平行が65％となり、角度は15～45度であった．切断対象別の安全な包丁

の持ち方．構え方、立ち方について指導する必要性を偲めた．
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